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ビッグデータとは?
• ビッグデータとは、単

なる「大きなデータ」
ではない。

• データの意外な組み合
わせの探求。

• データの目的外利用に
よる新しい発見。

• 歴史ビッグデータとい
う新しい概念の提唱。
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ビッグデータシステムの典型的構成
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ふってきったー: http://agora.ex.nii.ac.jp/futtekitter/



状況記録とは?

1. 現代的状況記録:ボーンデジタルなデー
タとして、ソーシャルメディアなどに残
る記録。

2. 歴史的状況記録:アナログな紙に書かれ
た文字として、日記などに残る記録。
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状況記録:人間が感覚器（眼など）を用い
て世界の状況を観察し、文字などの形式で
記録したもの。



過去の痕跡の調査
1. 歴史的代替記録:年輪やアイスコア等の

自然物を対象に、酸素同位体比などを調
査し、客観的なエビデンスを得る。

2. 歴史的状況記録:日記などの人工物を対
象に、記述内容などを調査し、主観的な
エビデンスを得る。

• ただし、高い品質で客観性や信頼性を満
たす歴史的状況記録も存在する。
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歴史ビッグデータ
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日記とツイートの比較

1. 日記とツイートはどこが違うのか?
2. 両者を共通の方法で構造化できるか?
3. 記述の曖昧さなどは、共通の方法（自然言

語処理等）で扱えるか?
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歴史ビッグデータの課題
1. 現代的状況記録で発展した技術体系を

歴史的状況記録に取り込む。
2. 歴史的状況記録に特有の技術が必要な

場合は新たに開発する。
3. 分野依存性を考慮した上で、互換性や

再利用性を最大化する。
4. 情報共有のための基盤を構築し、多く

の人が共通的に利用可能とする。
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ボーンアナログの課題
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人力による電子テキスト化 機械による電子テキスト化
http://www.honkoku.org/ http://codh.rois.ac.jp/char-shape/



状況記録スキーマ
1. 場所:緯度・経度、現代地名、歴史地名

＋地名データベース
2. 時間:登録時に西暦変換、原本表記の保

持＋HuTime暦変換サービス
3. 状況:大分類（災害／現象／経済）、中

分類（天気／地震）、状況の詳細記述
4. 種類:数値、テキスト（曖昧表現）
5. 信頼性:相互参照・比較による評価
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情報共有基盤の構築

1. 歴史的状況記録のスキーマを定め、分野
横断的に蓄積する機能を実現する。

2. 検索・可視化だけでなく、API経由のオー
プンアクセスによる研究利用を促進する。
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情報共有基盤

状況記録 APIアクセス検索・可視化



具体的な研究課題
1. 情報基盤:歴史的状況記録スキーマ検討、

データベース構築、API提供。
2. データ構造化:資料発掘、構造化データ

入力・テキスト化（人間／機械）
3. データ分析:信頼性評価、補間（同化）

による2/3/4次元化、新たな知識の発見
• 2が入力側、3が出力側に相当する。
• 双方向的に成果を共有することも重要。u
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資料情報共有ツール
どの資料にどんな記述があるか?本文レベ
ルでの所在情報の共有から始める。
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人文学データと共有文化
1. 「歴史的状況記録」に関連する研究を進

める研究者は、全国に散在している。
2. お互いに成果を共有することが難しく、

活動はバラバラに進んでいる。
3. デジタル技術を活用した基盤を構築して、

協力できる部分を増やせないか?
4. 人文学データに共有の文化を普及させる

ための課題を少しずつ解決する。
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